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切 平均値 161 89 110 191 215 199 67 93 141
断 （S．D．） （83） （43） （70） （91） （110） （113） （31） （60） （95）
面 最大値 510 238 500 520 547 60171 349 601
1 最小値 44 23 21 25 44 41 21 17 17
切 平均値 163 91 102 237 202 203 58 111 146
断 （S．D．） （90） （41） （48） （110） （107） （129） （32） （82） （105）
面 最大値 490 233 299527 606 610151 509 610
2 最小値 45 23 24 77 33 35 11 28 11
切 平均値 153 79 94 225 219 23466 116 148
断 （S．D．） （77） （41） （75） （106） （98） （133） （43） （75） （107）
面 最大値 428 203 546501 517 657 263 442 657
3一最小値 30 11 22 53 49 45 11 31 11
切 平均値 142 85 101 234 226 247 67 120 153
断 （S．D．） （79） （43） （61） （108） （98） （140） （41） （76） （110）
面 最大値 374 249 381 617 508 696 241 400 696
4 最小値 34 16 27 73 47 44 12 26 12
切 平均値 160 114 119 230 242 245 74 127 164
断 （S．D．） （88） （56） （101） （117） （128） （127）（45） （84） （116）
面 最大値 419 332 711 573 596 689 229 425711
5 最小値 35 24 40 59 56 64 22 32 22
総平均値 156 92 105223 221 226 66 113 148
（S．D．） （84） （47） （74） （108） （110） （130）（39） （77） （107）
最大値 510 332 711617 606 696 263 509 657
最小値 30 11 21 25 33 35 11 17 11
単位μ
　本実験における適合度の観察には，ホワイトシ
リコンを用いた．ホワイトシリコンの被膜がその
ままセメント層に匹適するとは断定できないが，
実際の装着状態を予想することができ，その適合
状態をうかがい知ることが可能である15）．
　まず歯頸部辺縁についてみると，この部位は切
削面と被切削面の移行部で，その適合状態は比較
的確認しやすいが，半面この部の不適合はプラー
クの停滞を招き，二次カリエスの発生や歯周病の
発生する原因となることから最も重要な部位であ
るとされている18）．計測値は，頬側歯頸部では総平
均値156μ，舌側歯頸部では113μと，同じ方法に
よる先人の報告と近い値となった16）．しかしこの
被膜厚さは，臨床的な感覚からいってもかなり厚
くなっている．これは，本実習では辺縁が比較的
厚くなるといわれるシャンファー形態を与えてい
ることや8），また学生が初めて製作した鋳造冠で
あるため，技術上の不慣れから，蟻形採得時の強
すぎる咬合や過度の軟化などが蝋原型の変形を引
き起こしたものと考えられる．頬側面のほうが舌
側面より適合の劣る結果となったが，これは支台
歯高径が頬側面のほうで高く形成されているた
め，シリコンの流出が舌側に比して悪くなり，そ
のため鋳造冠が傾斜して装着されたためではない
かと考えられる13）．
　咬合面ではほとんどが200μ以上の被膜厚さと
なり，適合の悪さが目立った．この部は，セメン
ト合着時の問題と同じであるが，軸壁などと異な
り，垂直的浮き上がりが最も顕著に現われるのが
最大の理由であると考えられるが，その他にも蟻
形成時において，学生が最も時間を費す部で，ワッ
クス取り扱い時の収縮，変形，鐵なども原因して
いると思われ，試料中においても，そのような原
因によるものが多数みられた．
　軸面部では，頬側のC点よりB点のほうが全て
の切断面において適合がよく，舌側のG点は頬側
の2点よりもさらに被膜厚さが小さかったが，こ
れも，G，　B点が咬合面3点とは違い垂直的な浮
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　　　　　図7　切断面別各計測点におけるホワイトシリコソの被膜厚さ
180 小山他：基礎実習における全部鋳造冠の適合度
き上がりの影響を最も受けにくいところであるこ
とが一番の理由であると考えられる．遠心側の切
断面5ではその差が小さくなった．これは遠心部
では，実習においてメラミン歯の支台歯高径が低
く形成されるため，他の切断面と比べてB，C点
間の距離が短かくなるためであると考えられる．
　近遠心的にみた場合，遠心の適合が劣る傾向が
生じたのは，支台歯形成において遠心のほうが平
担に形成されたものが多く，そのためシリコンの
流出が少なくなったことが一因していると考えら
れる．
結 論
　昭和59年度松本歯科大学第5学年の学生が基礎
実習において製作した全部鋳造冠について，その
適合度をホワイトシリコンを利用して調査，検討
したところ，頬側より舌側が，遠心より近心で適
合度が良好であり，また辺縁部より軸面，特に中
央部で良好で，咬合面部は最も適合が劣っている
ことが分かった．
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